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◇
実
施
日 

 

４
月
１
４
日
（
日
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

順
峰
班
；
沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江

加
予
子
・
徳
子
、
今
中
三
恵
子 

逆
峰
班
；
梶
野
照
雄
、
濱
野
兼
吉
、
山
川
自
知
、
由
井
洋
三
、

上
村
和
美
、
的
場
明
美
、
高
階
美
根
子
、
生
熊
千
満
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花
折
塚
清
掃
；
湯
川
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
６
名 

  

今
回
の
玉
置
山
～
２
１
世
紀
の
森
間
の
点
検
・
整
備
で
令
和
６
年
の
春
季
巡

視
は
終
了
と
な
る
。
内
訳
は 

① 

２
月
１
０
日 

備
崎
→
山
在
峠
の
巡
視
整
備 

 

１
人
（
湯
川
） 

② 

２
月
１
１
日 

浦
向
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
４
人 

③ 

２
月
１
２
日 

玉
置
神
社
→
金
剛
多
和 

 
 
 

２
人
（
志
岐
、
山
本
） 

④ 

２
月
１
２
日 

山
在
峠
→
金
剛
多
和 

 
 
 
 

１
人
（
湯
川
） 

⑤ 

３
月
１
０
日 

持
経
宿→

怒
田
宿
跡 

 
 
 
 

３
人 

⑥ 

３
月
１
７
日 

行
仙
宿
→
俱
利
伽
羅
岳 

 
 
 

１
人
（
梶
野
） 

⑦ 

３
月
３
１
日 

行
仙
宿
→
東
屋
岳 

 
 
 
 
 

５
人 

⑧ 

３
月
３
１
日 

東
屋
岳
→
２
１
世
紀
の
森 

 
 

１
人
（
湯
川
） 

⑨ 

４
月
１
４
日 

玉
置
山
→
２
１
世
紀
の
森 

 

１
６
人 

以
上
９
回
の
出
動
で
延
４
４
名
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

近
年
、
台
風
の
接
近
が
無
く
、
総
じ
て
平
穏
な
状
態
で
し
た
。 

持
経
宿
か
ら
前
鬼
ま
で
の
区
間
は
登
山
者
か
ら
の
情
報
で
異
常
は
無
く
、
会
員

の
高
齢
化
や
国
道
通
行
止
め
の
影
響
で
実
行
し
な
か
っ
た
。
な
お
証
誠
無
漏
岳

ま
で
は
昨
年
１
１
月
倒
木
処
理
の
た
め
に
歩
い
て
い
る
。 

【
順
峰
班
】 

 
 

 
 

 

玉
置
神
社
駐
車
場
で 

 
 
 

 

花
折
塚 

 
 

 
 
 

 

２
１
世
紀
の
森
へ 

 

午
前
８
時
半
前
に
玉
置
神
社
駐
車
場
に
着
く
。
朝
早
い
に
も
拘
ら
ず
駐
車
場

は
８
割
位
埋
ま
っ
て
い
る
。
順
峰
班
と
逆
峰
班
を
分
け
、
逆
峰
班
が
２
１
世
紀

の
森
へ
向
か
っ
た
後
順
峰
班
は
出
発
。
東
京
か
ら
の
ご
夫
婦
が
同
行
さ
れ
玉
置

山
山
頂
へ
。
１
０
分
ほ
ど
滞
在
し
か
つ
え
坂
、
村
道
歩
き
を
重
ね
一
時
間
半
で

花
折
塚
に
着
く
。
花
折
塚
の
清
掃
を
か
っ
て
出
て
く
れ
た
湯
川
君
が
枯
枝
や
落

ち
葉
を
き
れ
い
に
掃
除
し
、
樒
や
色
花
も
お
供
え
し
て
く
れ
た
。 

こ
こ
で
湯
川
君
は
帰
宅
、
残
り
の
７
名
で
先
に
進
む
。
こ
こ
ま
で
も
こ
の
さ
っ

き
に
も
倒
木
は
無
く
、
道
に
飛
び
出
し
た
イ
バ
ラ
や
ア
セ
ビ
を
切
り
な
が
ら
進

む
。
か
つ
え
坂
か
ら
は
村
道
と
山
道
が
交
互
に
現
れ
、
そ
の
都
度
標
識
を
立
て



て
い
る
が
、
ど
れ
も
が
か
な
り
傷
ん
で
い
て
、
児
嶋
さ
ん
が
５
ヶ
所
ほ
ど
手
直

し
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
腐
食
の
進
ん
だ
も
の
も
多
く
、
全
体
に
交
換
の
時
期

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
標
識
は
１
５
年
以
上
、
２
０
年
近
く
前
に

玉
岡
さ
ん
と
一
緒
に
設
置
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

梶
野
君
に
無
線
を
入
れ
る
と
大
看
板
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
と
の
こ
と
で
、
５
分
も

た
た
ず
に
逆
峰
班
と
合
流
し
た
。
ま
だ
お
昼
前
だ
が
朝
も
早
か
っ
た
の
で
村
道

に
出
て
昼
食
を
摂
る
。
い
つ
も
児
嶋
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
く
れ
る
が
、

紙
コ
ッ
プ
を
忘
れ
た
と
の
こ
と
で
、
生
熊
さ
ん
が
持
っ
て
い
た
紙
コ
ッ
プ
な
ど

で
対
処
で
き
た
。
今
後
は
コ
ッ
プ
と
水
ま
た
は
お
湯
の
持
参
を
義
務
付
け
た
い
。 

３
０
分
ほ
ど
の
昼
食
休
憩
の
後
出
発
し
、
午
後
１
時
半
に
２
１
世
紀
の
森
の
東

屋
に
降
り
立
っ
た
。
玉
置
神
社
駐
車
場
に
は
午
後
２
時
丁
度
に
到
着
。
逆
峰
班

は
午
後
２
時
半
に
到
着
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

玉
置
神
社
駐
車
場

0
8

：4
5

→0
9

：0
5

玉
置
山
山
頂
→0

9
：3

3

世
界
遺
産
石

碑
→ 

1
0

：1
0

花
折
塚
→1

1

：0
5

逆
峰
班
と
合
流
→1

2

：3
8

如
意
珠
岳
→1

2

：

5
5

古
屋
宿
跡
→1

3

：3
0

２
１
世
紀
の
森
→1

4

：0
0

玉
置
神
社
駐
車
場 

 

【
逆
峰
班
】 

 

午
前
９
時
１
０
分
に
２
１
世
紀
の
森
到
着
。
東
屋
の
横
に
は
車
が
２
台
停
ま

っ
て
い
た
。
東
屋
か
ら
の
林
道
は
、
湯
川
君
の
情
報
通
り
水
流
で
深
さ
３
０
㎝

を
越
え
る
溝
が
で
き
、
車
幅
が
広
い
車
で
な
い
と
通
行
で
き
な
い
。
石
柱
の
あ

る
登
山
口
ま
で
歩
い
て
登
る
。
車
が
通
れ
な
い
の
は
最
初
の
深
い
溝
の
個
所
だ

け
で
、
上
部
は
問
題
が
無
か
っ
た
。 

奥
駈
道
に
登
り
着
き
如
意
珠
ま
で
歩
く
。
如
意
珠
岳
で
休
憩
し
蜘
蛛
の
口
を
経

て
村
道
に
降
り
る
。
途
中
で
横
た
わ
っ
て
い
た
１
０
㎝
位
の
木
を
切
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
倒
木
は
無
か
っ
た
。
ユ
ズ
リ
ハ
の
林
で
２
０
本
位
を
間
引
く
。 

 
 

 
 

 

 

深
い
溝
が 

 
 

 
 
 

 

ユ
ズ
リ
ハ
を
切
る 

 
 

 
 

桜
が
残
っ
て
い
た 

稚
児
の
森
を
過
ぎ
、
村
道
の
大
き
な
看
板
に
着
く
。
そ
の
先
で
順
峰
班
と
合
流
、

大
看
板
ま
で
戻
っ
て
昼
食
に
な
っ
た
。 

 

昼
食
後
玉
置
山
へ
出
発
。「
村
道
を
行
く
か
？
」
と
聞
い
て
み
た
が
奥
駈
道
を

行
く
と
い
う
の
で
、
山
道
に
拘
っ
て
歩
い
た
。 

世
界
遺
産
石
碑
の
手
前
で
枝
の
多
い
倒
木
が
あ
り
、
１
０
分
ほ
ど
切
除
処
理
を

行
う
。
順
峰
班
は
こ
の
区
間
村
道
を
歩
い
て
い
る
の
で
、
倒
木
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

か
つ
え
坂
を
登
っ
て
い
る
途
中
で
順
峰
班
が
駐
車
場
に
着
い
た
、
と
無
線
連
絡

が
あ
っ
た
。
玉
置
山
山
頂
へ
の
分
岐
ま
で
来
て
、
山
頂
に
行
く
か
と
尋
ね
る
と
、

全
員
一
致
で
駐
車
場
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
約
１
０
分
で
駐
車
場
に
戻
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
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倒
木
処
理 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

本
日
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加
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行
動
タ
イ
ム 

玉
置
神
社
駐
車
場

0
8

：4
0

→0
9

：1
0

２
１
世
紀
の
森
→0

9

：2
7

登
山
口
→ 

0
9

：4
2

奥
駈
道
合
流
→0

9

：4
5

古
屋
宿
→0

9

：5
5

如
意
珠
岳
→1

0

：2
1

蜘

蛛
の
口
→1

0

：3
9

稚
児
の
森
→1

0

：5
4

村
道
案
内
板
→1

1
：0

5

順
峰
班
と

合
流
→1

3

：1
6

花
折
塚
→1

4

：0
2

世
界
遺
産
石
碑
→1

4

：2
2

玉
置
山
山
頂

分
岐
→1

4

：3
1

玉
置
神
社
駐
車
場 

  


